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1.　はじめに

実践の科学といわれる看護学の教育において，学生

の看護実践能力の育成・強化は，重要な教授・学習課

題の一つとなっている．「看護教育の内容と方法に関

する検討会報告書」（1）では，看護師教育の現状と課題

として，限られた時間の中で学ぶべき知識が多くな

り，カリキュラムが過密になっているため，学生は主

体的に思考して学ぶ余裕がないことを挙げ，限られた

時間の中で最大限の教育効果を上げうるよう教授・学

習方略を工夫する必要性を指摘している．

そのうえ，看護大学の 1 学年の定員数はほかの医

療者教育機関よりも多い傾向にあり，本学部において

は，平成 18 年度より入学定員を変更し，1 学年の学

生数は 100 名から 200 名に倍増した．200 名の学生

に対し，授業という限られた時間の中での教育効果を

上げるためには，いっそう学生の主体的な個別学習を

促進するよう教育環境を整えることが求められた．

近年，学習を動機づけ，個別学習を支援する教育方

法の一つとして，ICT が活用されている．看護技術教

育においても新たな教育方法として e ラーニングが導

入され，その効果や利点が報告されている（2）（3）．ま

た，対面型授業と e ラーニングを融合させたブレン

ディッド型の授業は，学生が自分のペースで自由な

時間に e ラーニングを利用して授業の予習・復習を行

うことができ，対面型授業を補完し学習効果を上げる

ことができるところに利点があるとされている（5）（6）．

そこで，平成 21 年度より，学習を動機づけ，授業時

間外の学生の個別学習を促すことが期待できるブレン

ディッド型授業の運営を開始した（4）．

この授業運営の開始から，科目終了時に調査を実施

し，受講者の学習成果を把握し，その結果を次年度の

授業設計に反映させて進めてきた．具体的には，平成

22 年度は，学習者の視点を補強した e ラーニングコ

ンテンツを作成することの必要性があると考え，教材

作成の過程に学生を加えて，e ラーニングによる学習

の改善点に関する意見交換をし，内容を精選した（7）．

これまでは予習に焦点を当てた e ラーニングを作成し

てきたが，復習をする者は復習をしない者に比べ，自

己調整学習方略の得点が高いという調査結果を受け，

平成 23 年度は，授業の復習を強化するために，復習

用の e ラーニングコンテンツを作成した．復習用の e

ラーニングコンテンツを作成したからといって，学生

の復習，さらには個別学習を促進するのは困難であ

る．そのため，復習のみならず，予習をして授業を受

け，その後復習するといった一連の学習の流れで学生

が学習するように，個別学習を動機づける授業を設計

することが重要であると考えた．

本研究では，平成 24 年度の看護技術学習科目「基

礎看護方法論Ⅱ」において，学生の主体的な個別学習

活動を支援する教育実践を実施し，予習をして授業を

受け，さらに復習をするといったパターン学習の教育

効果を評価することを目的とした．
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